
2 0 1 8 年 第 1 0 回 情 報 交 換 会 
日時：2019 年 2 月 27 日（水）14:00～ 

 

 

【発表内容】 

1．公益大初！モンゴル 海外インターンシップに学生３名参加 （資料１） 

 「モンゴル日本人材開発センター」（JICA）でインターンシップ 

2．年金教育の単元開発と実践的ディベート教材開発   （資料２） 

 高校生のための「年金ディベート道場！」（阿部教授・ゼミ生） 

3．教員著書紹介 （小野英一准教授）     （資料３） 

 「現代日本の公務員人事－政治行政改革は人事システムをどうかえたか」 

4．３月１日 2020 年就職活動スタート！    （資料４） 

 スタートに合わせ『就職ガイダンス in 公益大』開催 

5．学生地域支援団体 Praxis 『ETHICAL 第 2 号』制作中！  （資料５） 

6．学生海洋環境保護団体「ＳＣＯＰ」クラウドファンディング募集中 （資料６） 

 『山形の学生が海洋ゴミ問題に向き合うイベントを開催』 

7．[大学院]        （資料７－１～７－３） 

(1) 2019 年度春学期講義科目等履修生募集           

(2) 2019 年度履修証明プログラム受講生募集          

(3) 大学院科目「共創の技法」の公開について         

8．[地域共創センター]                      （資料８） 

     地域共創コーディネーター養成プログラム受講生募集        

9．2019 年度春学期聴講生･科目等履修生の募集について     （資料９） 

10． 酒田市産業寄附講座 2019 年度春学期履修証明プログラム    （資料１０） 

「生活空間情報処理入門」受講者募集 

11． 平成 30 年度東北公益文科大学卒業式について     （資料１１） 

12． 《Koeki Kids Project》学生が遊佐中学校で授業を行います (資料１２) 

 

※次回の情報交換会は 2019 年 3 月 27 日(水)の予定です。 

 

リリース情報に関するお問い合わせ 

東北公益文科大学（広報担当） 

TEL）0234-41-1111  FAX）0234-41-1133 

E-mail）koho@koeki-u.ac.jp 



 

 

 

Press Release 

資料１ 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

モンゴル日本人材開発センター・インターンシップに関して 

 本学では、この度、学生３名をＪＩＣＡ機関である、「モンゴル日本人材開発セン

ター」にインターンシップとして派遣することとなりました。 

（目的） 

本学学生の国際的視野の拡大と、国際感覚を身につけることで自国の発展と世界の

国々との平和で有益な関係に効果的に貢献できる人材の育成に資するため。 

 

（経過・経緯） 

2018 年 4 月 玉井准教授が本学へ着任。 

同月 湯本巴瑠季（２年）が国際機構でのインターンシップを強く希望しているこ

とを、湯本巴瑠季のアドバイザー教員 古山教授から玉井准教授が相談され

る。 

⇒ 国際機構でのインターンシップは 4 年生であることが条件であるので、

そのままでは難しい。 

6 月  モンゴル ウランバートルにて「第 5 回ウランバートル・ダイアログ」がモ

ンゴル外務省、国防省国防研究所共催で開催され、玉井准教授が参加。 

同会議参加中に「モンゴル日本人材開発センター」にインターンシップ受け

入れについてコンタクトをとる。 

10 月 玉井准教授が「モンゴル日本人材開発センター」に湯本他 2 名の受け入れ

を打診、志望理由書送付の上、受け入れにつき快諾を得る。 

2019 年 1 月 「モンゴル日本人材開発センター」より滝口専門員が来学。学生にインター

ンシップに関する個別説明会を開催。学生 10 名参加。 

3 月 インターンシップへ出発（3/2） 

インターンシップ開始（3/4 から 2 週間） 

（注記） 

� 他のモンゴルインターンシップ先として、モンゴル日本交流促進協会（前駐日モ

ンゴル国特命全権大使フレルバートル閣下が主宰）もある。希望があれば参加可

能。 

� 国連機関に関しては、UNDP（United Nations Development Programme、

国連開発計画）北京事務所へのインターンシップ参加も可能。ただし 4 年生。 

 

（インターンシップの主な内容）別紙にて記載。（別紙 2） 



別紙2

勤務時間：9:00～18:00

昼休み：13:00～14:00

表内の色分け：青―日本語課、黄色―ビジネス課、ピンク―図書情報交流課

月日 曜日 時間 内容 担当者

センターの動向（コース授

業・イベント）

備考

3/2 土 20:25

チンギスハーン国際空港着、フブスグルホテルへ

移動→ホテル or インターン生に安着確認

滝口調整員 OM502｜20:25着

3/3 日

9:00-9:10 朝礼、自己紹介を含みご挨拶 滝口調整員

9:30-11:00

オリエンテーション（インターン）インターン内

容・スケジュールの説明、保険内容の確認、パス

ポートコピー受け取り）（MOJC設立目的・経緯等

について）

滝口調整員 ＃202

11:00-13:00 しゃべり場 日本語課 ＃202

14:00-16:00

オリエンテーション（MOJC紹介）、館内案内、設

備利用説明

ガルマー ＃202

16:00-18:00 各課事業紹介

全日 ビジネス課：中條

全日 日本語課：湯本

全日 図書課：平沼

ビジネス課：中條

日本語課：湯本

図書課：平沼

午前 在モンゴル日本大使館広報文化班 滝口調整員

午後 JICAプロジェクト訪問（DPUB? orJOCV) 滝口調整員

3/9 土

3/10 日

ビジネス課：湯本

日本語課：平沼

図書課：中條

ビジネス課：湯本

日本語課：平沼

図書課：中條

ビジネス課：平沼

日本語課：中條

図書課：湯本

ビジネス課：平沼

日本語課：中條

図書課：湯本

ビジネス課：平沼

日本語課：中條

図書課：湯本

午後 高専セミナー 滝口調整員

3/16 土 全日 休日

3/12

全日

高専セミナー

3/15 金

午前

3/14 木

終日 休日

全日

3/11

3/13 水 全日

月

全日 DET障がい者サービス研修

高専パネル展開始

火

16:00-18:00 JICA SINRAI

年金プロジェクト講演会

全日

各課課長・担当

者

3/8 金 終日 休日

水

3/7 木

インターンシッププログラム（実施期間：3月1日～3月14日）

宿泊先
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3/4 月

各課課長・担当

者

3/5 火

3/6



資料２ 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

「高校生のための年金ディベート道場！」 

教材作成のお知らせ 

 

この度、学長補佐の阿部公一教授(政策コース)が、公益財団法人日本教育公務員弘

済会より、平成 30 年度日教弘本部奨励金の助成を受けて、「高校生のための年金ディ

ベート道場！」の教材を作成しました【研究課題：高校の新設「公共」科目における

年金教育の単元開発と実践的ディベート教材開発】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 阿部教授は、2014 年度に、厚生労働省年金局による「公的年金の分かりやすい情

報発信モデル事業検討会」の構成員を務めました。この経験を契機に、高校におけ

る年金教育の在り方や、新設「公共」科目における年金学習単元開発に関する研究

を深めることにより、本教材の作成に至りました。 

 

 

Press Release 

★ ポイント 

・本教材は、厚生労働省年金局制作の「ねんきん情報アプリ」を活用した主体的な学び

と連動して、ディベート・ゲームを通じて、公的年金が存在しない社会や、保険料を支

払わなかった場合を想像させることにより、公的年金の意義や必要性についての理

解を深めることをねらいとしています。 

・所属大学での実践的経験及びディベート記録の蓄積に基づいて、若者たちの行動を

分析したうえに、高校生向けに本教材を開発しました。 

・本教材は、高校生を対象に作成していますが、20 歳未満の大学等初年次学生の活

用も視野に入れて教材を開発しています。高校生の場合、公民科の「現代社会」科

目や「政治・経済」科目、家庭科の「家庭基礎」「家庭総合」科目を通じて、本教材を

活用することができます。 

・本日配布させて頂きました教材に関しては、今後、本学のホームページ等より、ダウ

ンロードして活用して頂くことができるように整備していく予定です。 

 

お問い合わせ 

 阿部公一研究室 

 E-mail: koichi@koeki-u.ac.jp 

 Tel: 0234-41-1290 



資料３ 

 

 

2019年 2月 27日 

東北公益文科大学 

 

東北公益文科大学教員の出版について 
 

『現代日本の公務員人事―政治・行政改革は 
人事システムをどう変えたか』 

 

本学、政策コース 准教授 小野英一が分担執筆した『現代日本の公務員人事―政治・ 

行政改革は人事システムをどう変えたか』が第一法規より出版されました。 

 

 

 

Press Release 

 

◇ 書 籍 名：『現代日本の公務員人事―政治・行政改革は 

人事システムをどう変えたか』 

◇ 編 者：大谷基道・河合晃一 

◇ 分担執筆者：小 野 英 一（東北公益文科大学准教授） 

◇ 発 行 所：第一法規株式会社 

◇ 発 行 日：2019 年 1月 30日 

◇ 本書について 

1990 年代以降の一連の政治・行政改革の下で、中央省庁及び地方自治体の公務

員人事システムがどのように変化してきたかを実証的に分析し、また、今後どの

ようにあるべきかを示した、研究者や自治体人事担当者のための書。 

 

＜特徴＞ 

 公務員人事を研究分野とする 11 名の研究者による執筆 

 国及び地方の公務員人事システムについて、様々な角度から分析 

 今後の公務員人事を取り巻く課題に焦点を当てて実証的に分析し展望を示した 

 研究者や自治体人事担当者が公務員人事制度のあり方についての知見を深め、

政策提言をするための一助となる書 

お問い合わせ 

 広報担当 池田 

電話）０２３４－４１－１１１９ 



資料４ 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

「就職ガイダンスｉｎ公益大」を開催します 

 

 

3 月 1 日の就職活動開始に伴い、本学学生と企業･団体様との出会いの場として、「就

職ガイダンス in 公益大」を実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

■日時 

2019 年 3 月 8 日（金）、11 日（月）、13 日（水） 

午前の部/10：00～12：50、午後の部/14：00～16：50  

■会場 

東北公益文科大学 公益ホール 1 階 中研修室 1 

 

 

 

 

 

Press Release 

★ポイント 

○県内外を問わず、3 日間で 129 社の企業･団体様にご出展いただきます（出展

企業･団体リストは別紙のとおり）。 

○3 日間とも午前の部･午後の部の 2 部制とし、全ての企業･団体様を入れ替えま

す。 

○出展企業･団体様には、1 回 30 分程度で、会社の概要や仕事内容、採用を予定

している職種等について、学生にご説明いただきます。 

お問い合わせ 

 キャリア開発センター 

 電話）0234-41-1112 



就職ガイダンスｉｎ公益大　出展企業

参加日時 企業名 本社所在地 業種

8日-午前の部 秋田セントラルガス株式会社 秋田県 商社（エネルギー）

8日-午前の部 安藤組グループ 山形県 建設・住宅・不動産

8日-午前の部 株式会社 近江建設 山形県 建設・住宅・不動産

8日-午前の部 オリエンタルモーター株式会社　鶴岡中央事業所 東京都 電子・電機

8日-午前の部 株式会社カルラ 宮城県 専門店（フード）

8日-午前の部 株式会社後藤組 山形県 建設・住宅・不動産

8日-午前の部 生活協同組合共立社 山形県 生活協同組合

8日-午前の部 清山会医療福祉グループ 宮城県 医療・福祉施設

8日-午前の部 株式会社セノン 東京都 その他サービス

8日-午前の部 株式会社　タマツ 山形県 その他サービス

8日-午前の部 鶴岡市農業協同組合 山形県 官公庁・団体

8日-午前の部 東北日本ハム株式会社 山形県 水産・食品

8日-午前の部 トヨタカローラ山形株式会社 山形県 専門店（自動車関連）

8日-午前の部 株式会社日本ハウスホールディングス 東京都 建設・住宅・不動産

8日-午前の部 株式会社平田牧場 山形県 水産・食品

8日-午前の部 藤田金屬株式会社 新潟県 商社（鉄鋼・非鉄・金属製品）

8日-午前の部 株式会社プレステージ・インターナショナル 東京都 その他サービス

8日-午前の部 株式会社ポーラ 東京都 その他専門店

8日-午前の部 丸菱食品株式会社 山形県 水産・食品

8日-午前の部 株式会社薬王堂 岩手県 専門店（ドラッグストア・調剤薬局）

8日-午前の部 ヤマト運輸株式会社 東京都 運輸

8日-午前の部 医療法人社団緑愛会 山形県 医療・福祉施設

8日-午後の部 アイジー工業株式会社 山形県 建設・住宅・不動産

8日-午後の部 ALSOK山形株式会社 山形県 その他サービス

8日-午後の部 株式会社ウエノ 山形県 電子・電機

8日-午後の部 株式会社エイジェック 東京都 人材紹介・人材派遣

8日-午後の部 遠藤商事株式会社 山形県 商社（総合）

8日-午後の部 クリーンサービス株式会社 山形県 その他サービス

8日-午後の部 社会福祉法人敬寿会 山形県 医療・福祉施設

8日-午後の部 社会福祉法人光風会 山形県 医療・福祉施設

8日-午後の部 株式会社コメリ 新潟県 専門店（家具・インテリア）

8日-午後の部 庄内たがわ農業協同組合 山形県 官公庁・団体

8日-午後の部 精英堂印刷株式会社 山形県 印刷・パッケージ

8日-午後の部 株式会社タイヨウ・社会福祉法人たいよう福祉会 山形県 医療・福祉施設

8日-午後の部 株式会社ツルハ 北海道 専門店（ドラッグストア・調剤薬局）

8日-午後の部 野川商事グループ 山形県 商社（総合）

8日-午後の部 ハイテクシステム株式会社 東京都 情報処理・ソフトウエア

8日-午後の部 扶桑電通株式会社 東京都 情報処理・ソフトウエア

8日-午後の部 株式会社マツキ 山形県 教育機関

8日-午後の部 山形県 山形県 官公庁・団体

8日-午後の部 山形トヨペット株式会社【レクサス山形】 山形県 専門店（自動車関連）

8日-午後の部 株式会社山形部品 山形県 商社（自動車・輸送用機器）

8日-午後の部 株式会社ヤマザワ 山形県 コンビニエンス・GMSストア

8日-午後の部 ヤンマーアグリジャパン株式会社東北支社 宮城県 その他商社

8日-午後の部 米沢電話設備株式会社 山形県 専門店（電器）
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就職ガイダンスｉｎ公益大　出展企業

参加日時 企業名 本社所在地 業種

11日-午前の部 アートコーポレーション株式会社 大阪府 運輸

11日-午前の部 株式会社ウンノハウス 山形県 建設・住宅・不動産

11日-午前の部 株式会社エヌ・ケー・フローリスト 山形県 その他専門店

11日-午前の部 株式会社エム・エス・アイ 山形県 情報処理・ソフトウエア

11日-午前の部 株式会社学研ココファン 東京都 医療・福祉施設

11日-午前の部 株式会社協和エクシオ 東京都 通信関連

11日-午前の部 社会福祉法人恵泉会 山形県 医療・福祉施設

11日-午前の部 株式会社KDDIエボルバ　山形センター 東京都 その他サービス

11日-午前の部 株式会社ジョインセレモニー 山形県 その他サービス

11日-午前の部 社会福祉法人正覚会 山形県 医療・福祉施設

11日-午前の部 株式会社スズキ自販山形 山形県 専門店（自動車関連）

11日-午前の部 タニコー株式会社 東京都 機械・プラントエンジニアリング

11日-午前の部 東洋ワークセキュリティ株式会社 宮城県 その他サービス

11日-午前の部 医療法人徳真会グループ 新潟県 医療・福祉施設

11日-午前の部 株式会社にしむら 山形県 商社（水産・食品）

11日-午前の部 日本年金機構 東京都 官公庁・団体

11日-午前の部 社会福祉法人ファミリーケアサービス 秋田県 医療・福祉施設

11日-午前の部 医療法人社団みつわ会 山形県 医療・福祉施設

11日-午前の部 山形ガス株式会社 山形県 エネルギー

11日-午前の部 山形スバル株式会社 山形県 専門店（自動車関連）

11日-午前の部 社会医療法人若竹会 つくばセントラル病院 茨城県 医療・福祉施設

11日-午後の部 秋田ダイハツ販売株式会社 秋田県 専門店（自動車関連）

11日-午後の部 株式会社　エイアンドシー 山形県 専門店（電器）

11日-午後の部 株式会社ＮＴＴ東日本-東北 宮城県 通信関連

11日-午後の部 株式会社カーサービス山形 山形県 専門店（自動車関連）

11日-午後の部 カメイ株式会社 宮城県 商社（化学・医薬品・化粧品）

11日-午後の部 株式会社カワチ薬品 栃木県 専門店（ドラッグストア・調剤薬局）

11日-午後の部 医療法人宏友会 山形県 医療・福祉施設

11日-午後の部 株式会社荘内銀行 山形県 銀行

11日-午後の部 社会福祉法人　素心会 神奈川県 医療・福祉施設

11日-午後の部 第一貨物株式会社 山形県 運輸

11日-午後の部 大和リース株式会社 大阪府 建設・住宅・不動産

11日-午後の部 株式会社東北マツダ 宮城県 専門店（自動車関連）

11日-午後の部 株式会社東北丸和ロジスティク 宮城県 運輸

11日-午後の部 ニクニグループ（株式会社ニクニ白鷹、株式会社ニクニアサヒ） 山形県 機械・プラントエンジニアリング

11日-午後の部 株式会社日本旅行東北 宮城県 ホテル・旅行

11日-午後の部 株式会社ベガスベガス 東京都 エンターテインメント

11日-午後の部 株式会社ベネッセスタイルケア 東京都 医療・福祉施設

11日-午後の部 株式会社　北都銀行 秋田県 銀行

11日-午後の部 株式会社南東北クボタ 宮城県 その他商社

11日-午後の部 モガミフーズ株式会社 山形県 水産・食品

11日-午後の部 山形県警察 山形県 官公庁・団体

11日-午後の部 山形ダイハツ販売株式会社 山形県 専門店（自動車関連）

11日-午後の部 山形パナソニック株式会社 山形県 その他商社

11日-午後の部 山形三菱自動車販売株式会社 山形県 専門店（自動車関連）



就職ガイダンスｉｎ公益大　出展企業

参加日時 企業名 本社所在地 業種

13日-午前の部 アークランドサカモト株式会社 新潟県 専門店（家具・インテリア）

13日-午前の部 秋田基準寝具株式会社 秋田県 その他サービス

13日-午前の部 社会福祉法人朝日敬慎会 山形県 医療・福祉施設

13日-午前の部 株式会社ETSホールディングス 東京都 建設・住宅・不動産

13日-午前の部 株式会社高研 山形県 精密機器・医療用機器

13日-午前の部 株式会社庄交コーポレーション 山形県 ホテル・旅行

13日-午前の部 荘内エネルギー株式会社 山形県 エネルギー

13日-午前の部 株式会社ダイキエンジニアリング 広島県 人材紹介・人材派遣

13日-午前の部 株式会社東北セイムス 宮城県 専門店（ドラッグストア・調剤薬局）

13日-午前の部 東洋ワーク株式会社 宮城県 人材紹介・人材派遣

13日-午前の部 常盤洋紙株式会社 宮城県 その他商社

13日-午前の部 新潟県警察本部 新潟県 官公庁・団体

13日-午前の部 日本キャタピラー合同会社 東京都 商社（自動車・輸送用機器）

13日-午前の部 社会福祉法人ファミリー 青森県 医療・福祉施設

13日-午前の部 防衛省　自衛隊　山形地方協力本部　酒田地域事務所 山形県 官公庁・団体

13日-午前の部 マックスバリュ東北株式会社 秋田県 コンビニエンス・GMSストア

13日-午前の部 森井紙器工業株式会社 新潟県 印刷・パッケージ

13日-午前の部 株式会社ヤマデン 東京都 商社（鉄鋼・非鉄・金属製品）

13日-午前の部 ロイヤルネットワーク株式会社 山形県 その他サービス

13日-午後の部 株式会社アークベル 新潟県 その他サービス

13日-午後の部 株式会社阿部長商店 宮城県 商社（水産・食品）

13日-午後の部 株式会社エイチ・アイ・エス 東京都 ホテル・旅行

13日-午後の部 エニシオ株式会社 山形県 専門店（電器）

13日-午後の部 株式会社おおつか（ギフトプラザ） 福島県 その他専門店

13日-午後の部 株式会社　きらやか銀行 山形県 銀行

13日-午後の部 鴻池メディカル株式会社　秋田営業所 東京都 その他サービス

13日-午後の部 社会福祉法人さくら福祉会 山形県 医療・福祉施設

13日-午後の部 株式会社セゾンファクトリー 山形県 水産・食品

13日-午後の部 鶴岡信用金庫 山形県 信用金庫・労働金庫

13日-午後の部 株式会社　テイクオフ 山形県 医療・福祉施設

13日-午後の部 株式会社 日情システムソリューションズ 山形県 情報処理・ソフトウエア

13日-午後の部 ネッツトヨタ山形株式会社 山形県 専門店（自動車関連）

13日-午後の部 医療法人松田会　介護老人保健施設エバーグリーン・イズミ 宮城県 医療・福祉施設

13日-午後の部 株式会社ヤガイ 山形県 水産・食品

13日-午後の部 山形おきたま農業協同組合 山形県 官公庁・団体

13日-午後の部 山形トヨタ自動車株式会社 山形県 専門店（自動車関連）

13日-午後の部 株式会社ヤマザワ薬品 山形県 専門店（ドラッグストア・調剤薬局）

13日-午後の部 リコージャパン株式会社山形支社 東京都 商社（精密機器・医療用機器）

13日-午後の部 株式会社ワールドストアパートナーズ 東京都 専門店（ファッション関連）
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資料７－１ 

 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

2019 年度大学院春学期 科目等履修生の募集 

 「科目等履修生」は、出願・選考を経たうえで、希望する科目を 1 科目から履修し、成績通知が 

受けられる制度です。 

このたび、東北公益文科大学大学院では、春学期講義期間（2019 年 4 月 8 日～8 月 6 日）に開

講する 20 科目で科目等履修生を募集します。 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

○授業期間：2019 年 4 月 8 日（月） ～ 8 月 6 日（火） 

※ 科目によって開講日時は異なります。詳細は別添「一覧」に記載。 

○募集科目：「共創の技法」など、春学期開講科目のうち 20 科目。 

  ○科目履修料：1 科目につき 30,000 円 

(検定料 3,000 円、入学金 20,000 円、学生教育研究災害傷害保険料・

学研災付帯賠償責任保険料 1,340 円(1 年分)も別途必要) 

  ○出願締切：2019 年 3 月 15 日（金）※所定の出願書類様式有。 

 

                       

 

 

Press Release 

★ ポイント 

●基本的に「平日夜間」と「土曜日日中」開講のため、 

お仕事をお持ちの方でも履修しやすいスケジュールとなっています。 

●科目等履修により「可」以上の成績評価を受けた授業科目の科目履修料は、 

 本学大学院に入学した際、入学後に支払う授業料から減免されます。（要申請、上限有） 

●科目等履修により修得した単位は、 

本学大学院に入学した際、修了単位に認定されます。（要申請、上限 10 単位） 

 

お問い合わせ・募集要項請求先 

 大学院事務室（鶴岡キャンパス） 

 電話）０２３５－２９－０５５５ 

 メール）gs@koeki-u.ac.jp 

 受付時間は 平日 8:30～17:15 



東 北 公 益 文 科 大 学 大 学 院

国際ビジネス研究１０

経 営 戦 略 論
日 時

4月から7月の水曜日 19時00分～20時30分
（今後、変更となる場合があります）

授業概要

企業経営にとって重要な課題である経営戦略を理論

的かつ実践的に学びます。本科目は履修生と教員との

ディスカッション、事例検証、課題をテーマとした個

別発表などで構成されます。課題探知能力、分析能力、

リフレーミング（再構築）力、および提案力などを獲

得するため、先行研究の渉猟、比較検討、要素の抽出

などを主眼とし、授業はアクティブに展開されます。

授業で取り扱うテーマ

戦略とはなにか、経営戦略論の概要（ポジショニング
派、ＲＢＶ派）、イノベーション（破壊的イノベー
ション、オープン・イノベーション）、ブルーオー
シャン戦略、ビジネスモデル・キャンバス、最新の経
営戦略論（ダイナミック・ケイパビリティ論、戦略的
ＣＳＲ、ＣＳＶ：共通価値創造）など

２０１９年度（平成３１年度）春学期

科 目 等 履 修 生

＜お問い合わせ・募集要項請求先＞ 東北公益文科大学 大学院事務室
電話： 0235-29-0555 メール： gs@koeki-u.ac.jp
住所： 山形県鶴岡市馬場町14-1 大学院HP： http://gs.koeki-u.ac.jp/
※お問い合せ・募集要項を請求の際は、「科目等履修生について」とご連絡ください。

「 科 目 等 履 修 生 制 度 」 は 、 社 会 人 等 の 学 生 以 外 の 方 に も 大 学 院 で 開 講

している対象科目の履修を認め、教育研究成果を社会へ提供する取り組みです。

募 集 中 !

募 集 !

・統計学

・情報処理論

・共創の技法

・論文作成法

・公共経営研究２（行政法）

・公共経営研究３（行政学）

・公共経営研究４（財政学）

・国際ビジネス研究５（産業組織論）

・国際ビジネス研究８（コーポレートファイナンス論）

・国際ビジネス研究１０（経営戦略論）

・地域共創研究２（社会政策論）

・地域共創研究３（多文化共生・人権論）

・地域共創研究５（地域デザイン論）

・地域共創研究６（ＮＰＯ・非営利組織論）

・情報科学研究１（計算理論）

・情報科学研究４（情報数理）

・情報科学研究５（ソフトウェア論理学）

・情報科学研究６（公益ソフトウェア論ａ）

・情報科学研究８（高信頼情報システム）

・現代政策分析

＜対象科目＞

✷１科目から履修が可能です

✷科目の多くは、平日の夜間と土曜日・日曜日に開講されます

出願は3月15日まで
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資料７－２ 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

2019 年度大学院履修証明プログラム 受講者募集 

 

「履修証明プログラム」は、学生以外の方を対象に、教育機関等が一定の教育計画

の下に編成した総時間数120時間以上の体系的な学習プログラムを提供するものです。 

このたび、東北公益文科大学大学院では、情報科学研究領域において「IT 戦略発案

人材」を育成する学習プログラムを設けました。 

 

  

     

 

 

 

 

記 

○募集プログラム： 

IT戦略発案人材育成プログラム 

 

 

 

                             ※詳細は別紙「履修証明プログラム概要」に記載。 

○受 講 料：科目履修料（プログラム受講料）126,000 円 

(検定料 3,000 円、入学金 20,000 円、学生教育研究災害傷害保険料・学

研災付帯賠償責任保険料 1,340 円(1 年分)も別途必要) 

○定   員：5 名 

○出願締切：2019 年 3 月 15 日（金）※所定の出願書類様式有り。 

 

 

 

 

Press Release 

★ ポイント 

●プログラム修了者には、学校教育法に基づく「履修証明書」が交付されます。 

●修得した単位は、本学大学院に入学した際、修了単位に認定されます（上限 10 単位まで）。 

●基本的に「平日夜間」開講のため、仕事をお持ちの方でも履修しやすいスケジュールと 

なっています。 

お問い合わせ・募集要項請求先 

 大学院事務室（鶴岡キャンパス） 

 電話）０２３５－２９－０５５５ 

 メール）gs@koeki-u.ac.jp 

 受付時間は 平日 8:30～17:15 

情報システムの数理的背景を理解し、組織の持つ技術や資源を効果的に活用し、目標

達成のために適切な戦略を提案するために必要な学びを提供します。 



東 北 公 益 文 科 大 学 大 学 院

２ ０ １ ９ 年 度 （ 平 成 ３ １ 年 度 ）

履修証明プログラム

＜お問い合わせ・募集要項請求先＞ 東北公益文科大学 大学院事務室
電話： 0235-29-0555 メール： gs@koeki-u.ac.jp
住所： 山形県鶴岡市馬場町14-1 大学院HP： http://gs.koeki-u.ac.jp/
※お問い合せ・募集要項を請求の際は、「履修証明プログラムについて」とご連絡ください。

履修証明プログラムとは、2007（平成19）年の学校教育法の改正により創設された制度です。社会人等

を対象に、一定の教育計画の下に編成した総時間数120時間以上の体系的な学習プログラム（履修証明プロ

グラム）を提供するもので、修了者には学校教育法に基づく「履修証明書」が交付されます。本学では職業

上必要な知識の取得や学習の機会を提供し、キャリアアップ等に活用できるよう、以下のプログラムを開設

します。

募 集 中 !

人工知能が人間の職業事情を大きく変えると言われるようになる前から、情報技術は経営戦略・情報戦略を
担うものとして組織の行方を大きく左右する位置付けであり続けています。
本プログラムでは、情報システムの数理的背景を理解し、組織の持つ技術や資源を効果的に活用し、目標達

成のために適切な戦略を提案するために必要な学びを提供します。

出願は3月15日まで

科目名称 開講日時※／担当教員名 内容等

情報処理論
春学期 水曜日
６時限（18:00～19:30）
広瀬 雄二

コンピュータ上の情報を構造化して捉え、 効率的に扱う
ための基礎を身に付けます。 手動処理の限界を超える個
数のデータの処理とマークアップ言語を用いた 文書処理
がスムーズにできるようになることを目指します。

情報科学研究領域１
（計算理論）

春学期 金曜日
６時限（18:55～20:40）
萩原 茂樹

情報科学の理論分野である計算理論（計算論、オートマ
トンと言語）について理解を深めます。

情報科学研究領域２
（情報システム）

秋学期 金曜日
６時限（18:55～20:40）
萩原 茂樹

情報システムの種類、構成、動作原理の基礎の理解を深
めます。

情報科学研究領域４
（人間工学）

秋学期 火曜日
６時限（18:00～19:30）
神田 直弥

人間の特性に整合したシステム設計を通して効率性や安
全性、快適性の向上を図る学問分野である人間工学を概
観し、人間工学的なモノの見方を通したヒューマンエ
ラー防止対策について学びます。

情報科学研究領域５
（ソフトウェア論理学）

春学期 木曜日
６時限（18:55～20:40）
萩原 茂樹

情報科学の理論分野である数理論理学の基礎とその応用
について理解を深めます。

情報科学研究領域１０
（公益ソフトウェア論ｂ）

秋学期 水曜日
６時限（18:00～19:30）
広瀬 雄二

機械に合わせていたデータ表現方法から人間の概念に近
い表現方法まで、また、あらゆるソフトウェアがデータ
構造を変換することで成り立っていることを理解できる
ようになることを目指します。

※履修者と相談の上、日時を変更する場合があります。

ＩＴ戦略発案人材育成プログラム
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2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

大学院科目「共創の技法」の公開について 

 

 東北公益文科大学では、公務員、企業、NPO の方々に、地域課題の解決等に向けた 

ファシリテーションの技法を身につけていただく機会として、大学院修士課程科目  

「共創の技法」を公開で実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

日  時： 2019 年 4 月 13 日（土） 、5 月 11 日（土）、         

6 月 8 日（土）、7 月 20 日（土）、8 月 3 日（土） 

       ※9：00～16：10 の間で実施（各回で時間が異なります。） 

会 場：東北公益文科大学 鶴岡キャンパス大学院ホール 

講 師：伊藤眞知子（東北公益文科大学教授、大学院公益学研究科長） 

武田真理子（東北公益文科大学教授）、加留部貴行氏、栗原穂子氏 

受講料：30,000 円（テキストは別途事前に購入が必要です） 

申込方法：電話、FAX、電子メールのいずれかで下記事項をお知らせください。 

        ＊氏名（よみ）＊住所＊電話番号＊所属（会社・学校名）＊メールアドレス 

      

 

Press Release 

★ ポイント 

・ 本学教員のほか、加留部貴行氏（日本ファシリテーション協会フェローで、日本ボランテ

ィアコーディネーター協会理事・運営委員）が、ファシリテーションの基礎理論から実践

のポイントまで指導します。 

・ 本講座は、すべて土曜日に行います。（全 5回、１コマあたり 90 分授業） 

・ 本講座は、別途出願・選考を経て、大学院科目等履修生として単位を修得することが出来

ます。（科目等履修生の出願期間は 3月 15日（金）まで） 

・ 本講座は「地域共創コーディネーター養成プログラム」の一環として開講します。 

お問い合わせ・お申込先（受付時間：平日 8:30～17:15） 

■大学院事務室（東北公益文科大学 鶴岡キャンパス） 

   〒997-0035 山形県鶴岡市馬場町 14-1 

  TEL：0235-29-0555 FAX：0235-29-0556 

E-MAIL：gs＠koeki-u.ac.jp 



 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

共創の技法 
 

―ファシリテーションの理論を学び、 

協働・共創の技法を身につけよう― 

 

 

                                     ■テキスト『ファシリテーション入門』 

（堀公俊著、日経文庫、2004 年） 

定価 830 円+税 

 ■会場：東北公益文科大学鶴岡キャンパス  

大学院ホール（山形県鶴岡市馬場町 14-1） 

                                

第 1 講  4 月 13 日（土）10：40～16：10 

①ガイダンス：目的・理念、すすめ方、自己紹介 

★②ファシリテーションとは(1)理論と活用事例 

★③ファシリテーションとは(2)技法 

 【講師：伊藤・武田・加留部】 

第 3 講  6 月 8 日（土）10：40～16：10 

⑦グループワークの説明、テーマ発表、グループ分け 

⑧グループワーク(1)ワークショップ企画・立案 

⑨グループワーク(2)ワークショップ準備（役割分担、資料作成等） 

【講師：伊藤・武田】 

第 2 講  5 月 11 日（土）10：40～16：10 

 ④ファシリテーション演習 

★⑤ファシリテーション・グラフィック(1)理論 

★⑥ファシリテーション・グラフィック(2)演習 

 【講師：伊藤・武田・栗原】 

第 4 講 7 月 20 日（土）9：00～12：10 

⑩発表会準備(1) 

⑪発表会準備(2) 

【講師：伊藤・武田】 

第 5 講 8 月 3 日（土）9：00～16：10 

 ⑫ワークショップ発表会(A)                       

 ⑬ワークショップ発表会(B) 

⑭グループのふりかえり 

⑮講評、ふりかえり 

【講師：伊藤・武田・加留部】 

ビジネスの現場で耳にすることの多い「ファシリテーション」。

会議やミーティング、プロジェクトなどの場で、対話がスムーズ

に進むよう⽀援、促進することをさします。 

本講座では、「ファシリテーション」の理論とスキルを学び、

地域課題の解決に向けた事業（ワークショップ）の企画・

⽴案、準備・運営、評価（ふりかえり）の⼀連の過程を実

際に体験していきます。 

多様な⼈たちと出会い、対話して、学び合い、何ごとかを

創り・ふりかえる体験を楽しんでいきましょう！ 

平 成 3 1 年 度  東 北 公 益 ⽂ 科 ⼤ 学 ⼤ 学 院  公 開 講 座  全 1 5 回 、 5 日 間 

★印の回 

（②、③、⑤、⑥) 

単独受講可 
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■限定受講回■（表面日程表★印）単独で受講いただけます。ぜひご参加ください。 

第 1講  4月 13⽇（土） 13：00〜16：10（受講料 3,000円） 

第 2講  5月 11⽇（土） 13：00〜16：10（受講料 3,000円） 

 

お申込方法 

●受 講 料 30,000 円（初回受講時に会場受付にて申し受けます。）     

●定   員 20 名 

●申込⽅法 電話、FAX、電子メールのいずれかで下記事項をお知らせの上、  

お申し込みください。 

*氏名（ふりがな）*住所 *電話番号 *所属（会社・学校名）*メールアドレス  

●申込締切 4 月10 日（水）(定員になり次第、締切らせていただきます） 

※なお、本講座は、別途出願・選考を経て、⼤学院科⽬等履修⽣として単位を 

修得することができます。 【出願期限3月15⽇(⾦)】 詳しくはお問合せください。 

お申込・  

お問合せ先 

●東北公益⽂科⼤学⼤学院事務室 

〒997-0035 山形県鶴岡市馬場町14-1 

TEL：0235-29-0555       FAX：0235-29-0556 

E-Mail：gs@koeki-u.ac.jp   URL：http://gs.koeki-u.ac.jp/ 

●会場案内図 

 

講  師  紹  介 

 

加留部
か る べ

 貴
た か

行
ゆ き

 氏 

（九州大学大学院 

統合新領域学府客員准教授） 

 

加留部貴⾏事務所 AN-BAI代表、⽇本ファシリテーション協会フェロ

ー、⽇本ボランティアコーディネーター協会理事・運営委員。企業、⼤

学、⾏政、NPOの 4つのセクターを経験している「ひとりコラボレーション」

を活かした共働のファシリテーションを実践している。現在、『月刊ガバナ

ンス』に「ファシリテーションdeコミュニケーション」を連載中。 

 

栗原
く り は ら

 穂子
す い こ

 氏 

（NPO 法人ぼらんたす) 

 

 

山形県鶴岡市在住。社会福祉協議会のボランティアセンター等でボラン

ティアコーディネーター業務を経て、ぼらんたすの設⽴に参加。「ボランタリー」

「ボランティア」をキーワードに地域の中の課題解決に向けたイベント等を開

催し、⼈任せにしない地域づくりに取り組んでいる。 

 

伊藤 眞知子  

（東北公益文科大学教授 

・大学院公益学研究科長） 

東北公益⽂科⼤学地域共創・⼈材育成 

研究所⻑。⾃治体の男⼥共同参画政策、

地域の⼥性リーダー育成等の研究に携わるとともに2014 年から「⼥性の

ためのこころのケア講座」、2019年から「ジェンダー⽩熱教室」を開催、家

族やジェンダーの視点からまちづくりに取り組んでいる。 

 

           武田 真理子  

（東北公益文科大学教授 

・地域共創センター長）  

東北公益⽂科⼤学ニュージーランド研究所所⻑。

⽇本ニュージーランド学会副会⻑。公益教育研

究会、Koeki Kids Project、住⺠主体の災害時要援護者⽀援のあり⽅研究

プロジェクト、地域共創コーディネーター養成プログラムの運営など地域づくり、地

域⼈材育成、福祉まちづくり活動に取り組んでいる。 

 

・⽴場の違う⼈と協働し、問題解決を図るプロセスを学ぶことができた。 

・実際のワークショップの運営など、実践的な内容で参考になった。 

・講義と実践によりファシリテーションの技能が高まった。 

・公開講座でさまざまな⽴場の⼈とグループワークを通じて意⾒交換ができた。 

参加者の声 
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2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

平成 31 年度 「地域共創コーディネーター養成プログラム」 

 

東北公益文科大学では、庄内地域の課題解決に取り組める人材の育成を目的とし、

平成 28 年度より「地域共創コーディネーター養成プログラム」を開講しております。 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

記 

 

○開催期間：平成 31 年 4 月 13 日(土)～10 月 18 日(金) 

○会 場：【ファシリテーション研修】東北公益文科大学鶴岡キャンパス             

【コーディネーション研修】東北公益文科大学酒田キャンパス 

○定 員：20 名 

○対 象：本プログラムの趣旨に賛同し、より良い地域づくりのためにスキルアップ

を図りたいと考えている方ならどなたでも 

○受講料：一般/36,000 円 東北公益文科大学大学院生・学部生/6,000 円 

○申込方法：「受講申込書」を 4 月 10 日（水）までに東北公益文科大学地域共創セン

ターまでご提出ください。 

 

 

 

Press Release 

・「地域共創コーディネーター養成プログラム」では、多様なメンバー間の対話

を進めることができる「ファシリテーション」と、多様なメンバーによる連携

や協働による課題解決の実践を仕掛けることができる「コーディネーション」

の力を身に付けた「地域共創コーディネーター」の養成を行います。 

・地域の様々な課題に取り組もうとする仲間とともに、実践的なスキルを身に付

けることができる学びあいの場です。 

お問い合わせ 

 地域共創センター 

 電話）０２３４－４１－１１１５ 
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東北公益文科大学 平成 31年度地域共創コーディネーター養成プログラム 

受講申込書 
                                                                                 西暦       年   月   日現在 

ふりがな              

氏  名 

                

生年

月日 

西暦 

年   月   日 生まれ（満    歳） 

性別 

男 ・ 女 

電話 

番号 

 

（携帯） 

Eメール 

 

 

 

現住所 〒 

 

 

受講区分の選択（該当する番号を丸で囲んでください） 

１．一般 

２．大学院生 

３．学部生 

 

最終学歴（最後に卒業した学校名を記入してください） 

 

 

現在の職業 

 

地域や社会における活動・業務経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

特技・資格・免許 

 

 

 

受講動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定後の展望・活用方法 
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2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

東北公益文科大学 聴講生・科目等履修生の募集について 

 

東北公益文科大学では、2019 年度春学期の聴講生および科目等履修生を募集しています。 

聴講生と科目等履修生の違いとしては、「聴講生」は単位の修得を目的としない、あくま

でも聴講での授業参加、「科目等履修生」は単位の修得を目的とするもので単位を認定さ

れた方には成績通知書を交付します。 

 

記 

○ 日程： 

出 願 期 間 ２０１９年 ３月 ４日（月）～ ３月１５日（金）※必着 

選 考 機 関 ２０１９年 ３月１８日（月）～ ３月２８日（木） 

選考結果通知 ２０１９年 ３月２９日（金） 

手 続 期 間 ２０１９年 ４月 １日（月）～ ４月１０日（水）※必着 

 

○ 選考方法 

＊ 書類審査等により選考を行い、正科生の教育研究に支障のない範囲で、学長が入学

および聴講・科目等履修を許可します（選考に際して面接を実施することもありま

す）。 

＊ 選考結果は出願者あてに文書で通知します。 

 

○開講科目：3 月 1 日以降、大学ホームページに掲載します。 

○料 金： 

   入学金 20,000 円 

聴講料（単位の修得を目的としない） 1 単位あたり 10,000 円 

科目等履修料（単位の修得を目的とする） 1 単位あたり 15,000 円 

検定料 3,000 円 

※学生教育研究災害傷害保険料・学研災付帯賠償責任保険料 1,340 円(1 年分)も別途必要 

 

                       

 

 

Press Release 

お問い合わせ・募集要項請求先 

 入試事務室 

 電話）０２３４－４１－１１１８ 

 メール）ao@koeki-u.ac.jp 
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2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

酒田市産業振興寄附講座 

2019 年度春学期 履修証明プログラム 

「生活空間情報処理入門」受講者募集 

 

「履修証明プログラム」は、学生以外の方を対象に、教育機関等が一定の教育計画

の下に編成した総時間数120時間以上の体系的な学習プログラムを提供するものです。 

このたび、東北公益文科大学では、我々をとりまく空間を扱う情報技術に着目し、

それらの情報ツールの一歩進んだ使いこなしをするための知識について実践的に学ぶ

プログラムを設けました。 

 

  

     

 

 

 

記 

○募集プログラム： 

「生活空間情報処理入門」 

※詳細は別紙「履修証明プログラム」チラシ参照 

○出願資格：酒田市産業振興寄附講座であるため、 

      酒田市在住の社会人または勤務先が酒田市内の社会人であること 

      （個人として参加できる者） 

○受 講 料：3,000 円(保険料含む) 

○定   員：8 名（ドローン実習はペアで行うため、2 名での申込者を優先します） 

○出願締切：2019 年 3 月 15 日（金）※所定の出願書類様式有り。 

 

 

 

 

Press Release 

★ ポイント 

●プログラム修了者には、学校教育法に基づく「履修証明書」が交付されます。 

●基本的に「平日夜間」開講のため、仕事をお持ちの方でも履修しやすいスケジュ 

ールとなっています。 

お問い合わせ・募集要項請求先 

 入試事務室 

 電話）０２３４－４１－１１１８ 

 メール）ao@koeki-u.ac.jp 

 受付時間は 平日 9:00～17:00 



人類の歴史は空間の把握の進歩によって成り立っています。太古の昔から移動を

繰り返し、地面には2次元の広がりがあることを知り、地図を作成して現在地を正

確に把握できるようになりました。そして今、ドローンを利用することで鳥の視点

を容易に得られるようになり、3次元を自在に楽しめる時代になりました。

本講座では我々をとりまく空間を扱う情報技術に着目し、それらの情報ツールの

一歩進んだ使いこなしをするための知識について実践的に学びます。

プログラム内容（シラバス）

選抜日程 出願期間 2019年3月04日（月）～3月15日（金）※必着

選考期間 2019年3月18日（月）～3月28日（木）

選考結果通知 2019年3月29日（金）

手続期間 2019年4月01日（月）～4月05日（金）

お問い合わせ

（募集要項請求）

東北公益文科大学 入試事務室

電話）0234-41-1118 E-mail）ao@koeki-u.ac.jp

※詳細は大学ホームページまたは受講生募集要項をご確認ください。

（平日 9時-17時）

講義日程

会場

講師

募集人員

費用

東北公益文科大学 酒田キャンパス

広瀬 雄二（東北公益文科大学 准教授）

8 名（ドローン実習はペアで行うため、2名での申込者を優先します）

受講料 3,000円（保険料含む）

と4月28日(日)、5月19日(日)※実習のため休日の日中に開講（開講日は受講者と調整）

◆開講日 4月8日（月）週2回（毎週月・木曜日） 19：00-21：00

裏面をご覧ください

対象 酒田市在住の社会人または勤務先が酒田市内の社会人の方

＜酒田市産業振興寄附講座＞ 東北公益文科大学 2 0 1 9年度 履修証明プログラム
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資料１１ 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

平成 30 年度東北公益文科大学 

卒業式・大学院修了式について 

 

このことについて、下記のとおり挙行いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

      

日 時 ： 平成３１年 ３月２３日（土） 

受 付  午前 ９時３０分 ～ 

卒業式・修了式 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分 

 

場 所 ： 公益ホール 大ホール（本学併設） 

 

式次第 ： １ 開  式 

２ 学事報告 

３ 卒業証書・学位記授与 

４ 表彰状授与 

５ 学長式辞 

６ 歓送の辞 

７ 来賓紹介 

８ 来賓祝辞 

９ 卒業の辞 

10 修了の辞 

11 卒業記念品贈呈 

12 閉  式 

 

閉式後（11 時 25 分頃） 

  酒田獅子舞振興会による獅子舞披露（5 分程度）【予定】 

 

※式典終了後、諸連絡の後に中研修室１・２にて学位記を配布 
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資料１２ 

 

 

2019 年 2 月 27 日 

東北公益文科大学 

 

<<東北公益文科大学 Koeki Kids Project>> 

学生が遊佐中学校で授業を行います 

 

このたび、本学のプロジェクト型応用演習「Koeki Kids Project (b)」の学生が授業

の中で修練してきた「中学生を対象にした『公益を考える授業』」の実践として、遊佐

町立遊佐中学校 1 年生全学年（4 クラス）の生徒に対して授業を行うこととなりまし

た。授業を行うのは、3 年生 1 名、2 年生 4 名の 5 名です。 

この授業の指導案と当日のテキスト作成については、Koeki Kids Project の学生自

らが行い、遊佐中学校の先生方と相談を重ね、中学生に「公益」をどう考えてもらう

か検討し、開発しました。（本学オリジナルのものです。） 

 

                  記 

○ 日 時： 

2019 年３月４日（月） 8：45～9：35（1 年 3 組） 

              9：45～10：35（1 年 4 組） 

       ３月５日（月） 10:45～11：35（1 年 2 組） 

              11：45～12：35（1年1組） 

○ 会 場：遊佐町立遊佐中学校 

             

【備考】 

・Koeki Kids Project の学生が遊佐中学校で授業実践を行うのは今回が初めてとなります。 

・授業のテーマは、「まちづくりの視点から公益について考え、中学生が自分たちの地域の良いと

ころや魅力に気づき、誇りを持てるようにする」です。 

・担当学生 5 名中、1 クラス 2 名ずつ授業を担当し、その他の 3 名はサポーターとして協力をしま

す。上記 5 名以外にも Koeki Kids Project のサポーター学生が複数名参加します。 
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